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国立民族学博物館研究報告  1巻3号

トバ ・バ タック族 の親族呼称 につ いて

吉 田 集 而*

1. はじめに

2. トバ ・バタック族の親族呼称

 1)呼 称は3度 変化する

 2)家 族内における呼称

 3)Egoお よび兄弟の結婚相手の呼称

 4)祖 父を同じくする親族内での呼称

 5)同0氏 族内での呼称

 6)女 を うけとる側の姻族の呼称

 7)女 をあたえてくれる側の姻族の呼称

 8)親 族 でない トバ族の人々をよぶとき

   の呼称

3.結 論 および考察

 1)全 体 の構成

 2)丁 重 さについて

 3)ompuに ついて

 4)人 称代名詞について

1.は じ め に

 1971年2月 か ら3月 にかけて,イ ン ド

ネシア共和国 スマ トラ島,北 スマ トラ州

北タパ ヌ」 郡の シ ドラン(Sidulang)村 に

おいて フィール ド ・ワー クをお こな った

際に聴取 した資料を中心 とし,1974年10

月 に再度 同村を訪ね,若 干 の追加調査 し

た ものが本報告 の基礎 とな る資料 である。

 バ タ ック(Batak)族 は,北 スマ トラの

山中に住 む水 田稲作農耕民で,母 方交 叉

イ トコ婚を おこな う父系 の親族組織 を も

つ ことで有名な民族であ る。バ タ ック族

は通 常言語学 的に6つ の部族に分 け られ

てい るが,文 化的には北部 のカロ(Karo)

族,南 部の トバ(Toba)族 の2つ に 大

き く分け られてい る。本報告 は,こ の0

方 の代表 的な部族 である トバ族 の呼称を

あつか ってい る。

 バ タ ック族 の村 は一般 に,ほ とん ど同

一氏族(marga)の 親 族 によ って 構成 さ

れてお り,少 数の他 の氏族の人 々は この

中心 とな る氏族 と姻戚 の関係 にあ るのが

普通であ る。 トバ族 の村であ るシ ドラン

村 において も同様 の状況にあ り,Panga-

ribuanが 中心 とな る氏族集団で村民の

90%以 上 を 占め て お り,Sibaraniや

Hutahayanな どの他の氏族の人 々 は,

Pangaribuanと 姻 戚の関係 にあ った。 こ

の よ うに一般 にバ タ ック族 の人 々にとっ

て,自 分を とりま く人 々は,ほ とん ど同

0氏 族 あるいは姻族1)で あるとい って よ

く,ト バ族 における呼称を考え ることは

必然的 に親族呼称を考えることにな る。

*国 立民族学博物館第2研 究部

1) トバ 族 の姻 族 に は4種 類 あ る。Egoの 氏 族 か ら女 をあ た え る 側の 氏 族 をboruと い う。boru

のboru,す な わ ちboruが 女 を あ た え る側 の氏 族 をEgoの 氏 族 か らboru ni boruと い う。

ま た,女 を あ たえ て くれ る側 の氏 族 をhula-hulaと い い, h ula-hulaに 女 をあ た え て くれ る側

の氏 族 をrorobotと い う。 トバ 族 の親 族 は, Egoの 氏 族(samarga/dongan sabutuha)と 以 上

の4つ の氏 族 とか らな りた って い る。
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吉田  トパ ・バ タック族 の親族呼称について

 本報告は,親 族名称と密接に関連して

お り,先 に口答発表 した 「トバ ・バタッ

ク族の親族名称について」2)に つづ くも

のである。これらの報告は,通 文化的な

比較研究あるいは一般論への展開をめざ

す ものではな く,む しろ トバ族に関する

筆者な りのモノグラフの一部を構成する

ものとしてとりあつかおうとしている。

すなわち,バ タック族以外の人がバタッ

ク族の村を訪ねた際に,あ る人をなんと

呼ぶことが適当であるか,あ るいは,あ

る村人が他の人をなんと呼ぶことが適当

であるかを容易に了解できるように記述

することが主要な目的である。

 呼称はさまざまな状況,す なわち時や

場所,そ の時の心理的要因などによって

変化するのが普通である。本報告では,

このようなすべての呼称をとりあつかお

うとしているのではない。規範となる呼

称,す なわち,多 数の成員がもっとも適

当であると認めるような呼称を考察の対

象としている。

化する。これを表示すると表1の ように

なる。人ははじめ固有の名前 で よ ばれ

    表1 呼称は3度変化する

      子供の誕生  孫の誕生
       →     一→

male

female

個人名

amanix

nai x

ompu si Y

2. トバ ・バ タ ック族の親族呼称

 1)呼 称 は3度 変化す る

 トバ族の呼称を考 える上で,第 一 に重

要 な要素 は子供の誕生 による呼称 の変化

である。 トバ族のあいだで は,生 れた子

供 の名前をつか って,'"誰 々 のお とうさ

ん"と い うよび方があ る。 このよ うな呼

称はteknonymyと して有名 な ものであ

り,ト バ族の呼称の固有 な特徴 となるも

のではないが,ト バ族 において も重要な

要素である。

 子供 の誕生 によって呼称が変化するに

とどま らず,孫 の誕生 によって さ らに変

  X:初 子 の名前   Y:初 孫の名前

る。結婚 し子供がで きると(子 供 の名前

をXと す る と),"Xの お とうさん(ama

nix)"と よ ばれ る。 さ らに孫 がで きる

と(初 孫 の名前をYと す ると)"Yの お

じい さん(ompu si Y)"と よ ばれ る。

この とき,初 子や初孫の性別 は 関 係 な

く,ま た初孫 は多 くの場合長子の子供で

あ るが,次 男次女 の子供が初孫で あると

きも,そ の孫 の名前が用 い られ る。 曽孫

が生 れた ときは,さ らに変化す るで あろ

うか? もはや それ以上 は変化 しない。

呼称は3度 の変化 で終 る。

 子 供や孫の誕生 によ って呼称が 変化す

ることは,ト バ族 の人 々が常に口にする

r子 供をふや し,水 田をふやせ!』 とい

う基本的な生 活の指針 にそ った ものであ

り,"Yの お じい さん"と い う よ び 方

は,一 般 に一種の尊敬の念が こめ られて

い ると考え られ る。 もち ろん,自 己の名

前 が他者 に知 られ ることを防ぎ,呪 術を

かけ られ ることか ら防御す るとい う側面

もみのがせ ないが,こ こでは先に述べた

点 がよ り重要 であ り,そ の故 に子 供のあ

る人を個人名 でよんだ り,孫 をすで にも

ってい る人になお"Xの おとうさん"と

よぶ ことは適 切で な く,失 礼であ ると考

え られてい る。

2)1976年5月,旧 本民族学会第15回 研究大会発表。
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 2),家 族 内における呼称

 バ タ ック族では,家 族(dongan saripe)

は 父 母 とその子供 か らなる。3世 代 にわ

た らないのが普通 である。結婚 後,た だ

ちに独立 した家屋 に住 むことが多 く,経

済 的に独 立できるまで,あ るいは子供の

で きるまでの短 期間,親 と共住す ること

もよ くみ られるこ とで ある。 また,ま れ

に3世 代にわたって共住 して いる場合 も

あるが,そ の場合 で も生活の単位 は親 と

は別にな って お り,カ マ ドは別 々にもう

け られ,会 計 も別建 になってい る。

 さて,家 族が社会を構成す る基本的な

単位 と一 般に考 え られて いるめで,ま ず

家族内での呼称 か らと りあげることにす

る。家族 内の呼称 は,親 族名称 とほぼ対

応 して いる。父 はama(名 称:among),

母 はina(名 称:inong),同 性 の年長者

はangkang3)(名 称 と同 じ)と よばれ る。

同性 の年少者(名 称:anggi)は 個 人 名

で よばれ,異 性(名 称:iboto)に 対 して

はitoあ る いは個人名が用い られる。

 と ころが,Eg・ の 兄弟姉妹の呼称 も結

婚 し子供がで きる と変化す る。すなわ ち,

年 長者,年 少者 にかかわ らず,男 はama

ni X,女 はnai Xに 変 る。 naiはina ni

の つ まった形であ る。この とき,angkang

かamanix(女 性 な らばnaix)の い ず

れがよ り適切 なよび方であ る の か?

amanixの 方 がよ り適切 である。ただ

し,angkangを 用 いて も不適 当 で は な

い。一般 的には,親 族名称か ら導かれ る

呼称 よ りも子供があ るか どうかの方が呼

称 として は強い要素であ る。

表2家 族 内 の 呼 称
(Ego:male) (Ego:female)

G+1

げ

f m

G+1

f m

●
lna ama ina ama

Go

十
0

1to or name

angkang

Go

十 angkang
●

1to or name
一

name 一 name

表3 兄弟姉妹が子供をもったときの呼称
,

o ノ
 

G+1

f m

●
lna ama

Go

十

lto or name nai x

angkang
     9
ama nl X

一
name

child 一 十 『 十

3)同 性の年長者を名称および呼称において,現 在ではangkangと よぷ例が多い。これはインド

 ネシア語のabangに 対応するものである。しかし,バ タック語には,同 じ意味をもつhahaと

 いう言がある。兄弟(あ るいは姉妹)をhahanggiと よんだり,兄 弟の最年長者をsihahaanと

 よぶなど,hahaが バ タック族本来の固有の言葉と考えられる。また,名 称上においては,haha

 はたびたび言及された。angkangは 後に入ってきた言葉ではないかと疑っている。
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吉 田  トバ ・パ タック族の親族 呼称にっいて

 3)Egoお よび兄弟 の結婚相手の呼称

 トバ族 では同氏族(samargaあ るいは

d。ngan sabutuha)を 構 成 してい るのは

男のメ ンバ ーだ けであ り,女 はふ くまれ

ない とい う。 しか し,実 際の場面では女

はいずれかの氏族 に組み こまれている。

自分の姉妹 は結婚 するまでは(正 確 には

子供がで きるまでは),同 氏族 のメ ンバ

ーと考え られるが
,嫁 ぐとその氏族 のメ

ンバ ーに組み こまれる。同様 に嫁 として

他 の氏族の女性が 自己の氏族 内にとりこ

まれ る。

 さて,妻 は名称上pardibagas, pardi-

jabu,tunggane boruな ど と 称 さ れ る

が,呼 称 としては これ らの名称 は用い ら

れていない。 もっとも一般的 な 呼 称 は

inantaで あ る。 これはinaに 人称 の 接

尾辞一ta(hitaの 転 じた もの,相 手を含む

私 達の意)か らな る語で,直 訳 す る と

"私 達のおかあさん"と な る
。Egoの 母

は単 にinaと よ ばれ,決 してinantaと

よ ばれず,妻 と母 は明瞭に区別 され る。

もしEgoの 母 を"私 のおか あさん"と

よぶ ときは(三 人称 として),ahu(一 人

称 単数)の 接尾辞一huが もちい られ,

"inaku"の 形 でよばれる。inantaと い

うよび方 は,家 族 内に一人い る母 を,す

なわち妻を夫 と子供 に とっての"我 々の

母"と い う意 味か ら導 かれた ものであ ろ

う。同様 に夫はamantaと よばれ る4)。

 Egoが 男 の場合,兄 の妻はangkang

とよ ばれ る。angkangは 本 来 同性の年長

者 に対す る名称お よび呼称 として用い ら

れるが,異 性 に対 して用い られて いる点

は特異 な呼称 の例であ る。 しか し,こ れ

は名称上のangkang boru(女 の兄 さん)

の 略称 として,angkangを 用 いて い るの

であ る。Fischerは 兄 の妻 に対す る名称

をangkangと み たが[FlscHER,1966:P・

255],筆 者 は これは略称 と しての呼称で

あると考えている。

 弟 の妻はboru M(M:marga の 略

号,氏 族名某の娘あるいは女 と い う 意

味)と よばれ,兄 の妻 とは明 らか に異 な

った呼称が用い られてい る。また,子 供

がで きた場合 も,は っきりと異な ったよ

び方がな されてい る。兄の妻は,inanta

si x,弟 の妻 はnai xと よばれる。

 姉 妹の夫 について は2-6)で 述 べ る。

4)祖 父を同じくす る親族内での呼称

祖父を同じくする親族はsaompuと よ

表4 兄 弟 の 妻 の 呼 称

(Ego=male)

f  m

 Go
+ angkang  inanta  si  X angkang

 ama  ni  X
^•••^•• boru M nai X name

 child  —  +  -

 

1  +

4)amanta。 Fischerはamantaを 親 族 名 称 と考 えて い る が [FlscHER,1966:P・262],こ れ は正

 し くな い 。inantaと 対 句 で あ るだ けで な く,夫 に は他 の名 称 が い くつ もあ る。 tunggane doli

 や,porahalang ulu, sinondukが それ で あ る。 tunggane doliは 丁 寧 な 呼 称 で ある と い うが

 [WARNECK,1906:P.224],筆 者 はtunggane boru同 様,名 称 で あ ろ う と考 えて い る。
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ばれ,家 族の上位集 団を形成 してい る。

この集 団はいろいろの場面,特 に結婚式

や葬式において重要 な機能を もつ集団で

あ り,そ れ故,こ の集団 内での呼称 を検

討 してみる。

 祖 父 ・祖母 は名称上では性の区別な し

にompungと よばれ る。 呼 称 上 で は

ompuと よ ばれ る。

 +1の 世 代,す なわち,父 の兄弟およ

びその妻は家族 内で の呼称 と 同 じ で あ

り,そ れぞれama,ina と よばれ る。な

お,saompu内 で はないが母 の 姉 妹 も

inaと よ ばれ る。同世代 において も家族

内の呼称 と同様 である。ただ し,angkang

とよ ぶかあるいは名前で よぶかは実際の

年 齢での上下で はな く,父 の兄の子供 は

angkang,父 の 弟の子供 は名前 でよ ば れ

る点は注意を要す る。-1世 代 より下 は

同世 代の年少者 の場合 と同様であ る。

 す なわち,saompu内 の 呼称は家 族内

の呼称 と基本 的には全 く同 じであ る。

 5) 同 一 氏族 内での呼称

 同一氏族(samarga, dongan sabutuha)

で の 呼称 は,saompu内 で の呼称を少 し

変形 した ものであ る。すなわち,+2世

表5saompu内 で の 呼 称

(Eαo:male、

 G+2

f  m

ompu

 G+1  Ma ama

 Go
+ angkang inanta si X angkang

ama ni X

boru M nai X name G-1

 G-2

 child  — + .1^1.1. +

表6 同 氏 族 内 で の 呼 称

`Eσ ∩: m21e、

 G.2

f  In

 ompu  Si  X

 G+1  inong  nanggo  Si  X  among  nanggo  Si  X
...

 Go
+ angkang  inanta  Si  X angkang

ama ni X

boru M nai X nameG-1

G-2

child .^  +  _ +
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吉田  トバ ・パ タック族の親族呼称について

表7 boruの 親 族 の 呼 称

(Ego:male)

G+2

f m

ltoompu si x

boru M

M

G+1 nambom or nai x

Go

G-1

G-2

nai x

Marga same other

代の呼称 はompu si x,+1世 代 は男は

among nanggo si X,女 はinong nanggo

si xと よ ばれ る。省略 して,単 にompu,

ama, inaな ど とよばれ ることもあるが,

これ らの呼称はsaompu内 で の呼称で あ

り,こ の親族範 囲を こえた同一氏族内で

は省略せずによぶ ことが適切であ ると考

え られている。

 同世 代および下 の世代 に対 してはsa-

ompu内 で の呼称 と同 じで ある。

 6)女 を うけとる側 の姻族 の呼称

 女 を うけ とる側の姻 族 をboruと い

う。Egoが 男 の場合, boruを 構 成 して

いる男は世代 にかかわ りな く,す べて そ

の氏族 名(M)で よ ばれ る。親族名称 で区

別 されている名称 は一般 に用 い られ な

い。 この場合すで に子供や孫を もって い

た として も,氏 族名で よんで もよい とい

うことである。 もちろん,ompu sixや

ama nixと よ んで もさ しつか えないがQ

 規 範上,母 方交叉 イ トコ婚をお こな う

とされて いるため,boruを 構成 して い

る女性 は 自己の氏族か ら嫁いでい った女

達 とな る。+2世 代 のboruの 女(す な

わち,ZHFM)は 祖 父 の姉妹(す なわ ち,

FFZ)で あ り,名 称上ibotoと 名 付 けら

れてい る女であるが,呼 称上 はito・mpu

siXと よばれ る。+1世 代の女は,名 称

と同 じnamboruが 用 い られ る。あるい

はnai xと よ ばれる。 と く に 多 く の

namboruが 同席 してい る と き はnai x

とよ ぶのが普通で ある。

 boruのEgoと 同 世代の女はす な わ

ちEgoの 姉 妹で あ り,結 婚前 はitoあ

るいは名前でよんでいた女達であ る。子

供がで きるとnai xと よ ばれ るのは家族

内の呼称でみた通 りである。-1世 代,

-2世 代 は
,同 世代 と同様 にnai xが 用

い られ る。

 バ タ ック族 の婚 姻規則 の中に,親 を同

じ くす る兄弟姉妹は,同 性 の兄弟姉妹の

配偶者の兄弟姉妹 とは結婚で きない とい

う規則があ る。た とえば,弟 は兄の妻の

妹 とは結婚で きない。 この規則のため,

boruを 構 成 してい る女 には,他 の氏族

か ら嫁いで きた女がかな らず いる。また,

母 方交叉 イ トコ婚は規 範上のことで あっ

て,実 際にはその 例 は き わ めて少 な く

[BRuNER,1959=p・120],他 の氏族か らの

女が多数boruの 中 にふ くまれてい る。

これ らの他の氏族か らの女は,世 代 にか

かわ りな く,彼 女達の氏族 名 を 用 い て

boru Mと よ ばれる。

 な お,boru ni boru,す な わちboruの
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表8 hula-hulaの 親族の呼称

                         (Ego:male)

G+2

f  In

ompu  si X

 G.1 namtulang or namtulang nanggo  si X tulang or tulang nanggo  si X

 Go namorai tunggane

 G-1
boru M

nanggo  si X parumaen or name nanggo  si X

G-2 name  ?

child + +

boruに 属 す親族 は,男 は氏族名で,女

は 自己の氏族名が用い られてboru Mと

よ ばれる。

 7)女 を あたえて くれ る側 の姻族の呼

  称

 妻 あるいは母,息 子の妻の親族 をhula-

hulaと い う。 hula-hulaの+2世 代 の

男女は同氏族 内の呼称 と同様 にompu si

Xと よ ばれる。+1世 代の男 に対 しては

tulang nanggo si Xあ るい は単 にtulang

とよ び,そ の妻 はnamtulang nanggo si

Xあ るいはnamtulang とよ ばれ る。 同

世代の男に対 しては,す なわ ち妻の兄弟

に対 してはtungganeと よび,そ の妻を

namOraiと よ ぶ。 namOraiはna-mOra-i

で あ り,moraは 金 持の, na-moraで お

金持の婦人,三 は"さ っきい った,あ の"

とい う意 味の接尾辞[TuuK,1971:p.221]

で あ り,も ともとの意味 は"あ のお金持

の婦 人"と い う意 味 で あ る。 こ れ は

tungganeと も ども 非常 に丁寧 な言葉 と

されている。なお,namtulangは,inong

nam。raiと 呼 ばれ ることがあ り,不 適 当

な呼称 とは考 え られていない。

 -1世 代 の男,す なわ ち息子 の妻の兄

弟(SWB)あ る いは 妻 の 兄 弟 の 息 子

(WBS)は 名 称上 と同 じparumaen,あ

る いは単 にmaenと よばれ る。その妻 は

出 自の氏族 名を用いてboru Mと よ ば

れ る。そ して,も しすで に子供 のある と

きはnanggo si Xと よ ばれ る。-2世 代

の男は個人名で,そ の妻はboru Mと

よ ばれるが,す で に子供を もってい る と

きの呼称 は聞 きもらしてい る。

 hula-hulaに 対 しては,親 族名称 以外

の呼称がある。Raja nami(raja+nami:

我 々 の王)と よびかける ことがあ る。 こ

れ はきわ めて丁寧ないい方 である。 この

呼 称は,hula-hulaの どの男に対 してで

も使用で きるものである。

 8)親 族 でない トバ族の人々を よぶ と

   きの 呼称

 親 族 でない人 々に対 しては,男 は氏族

名(M)で 女 はboru Mと よ ば れ る。

しか し,も し氏族名が知 られてい ない と

きは,Egoが 男 の場合,み かけ上 自分 よ

り年 長者 であるときは ・mpuと,年 少者

である ときはlaeと よぶ。1aeは 親 族名

称 上では,姉 妹 の夫 および妻の兄弟 を さ

す言葉である。女 に対 しては,年 長者 に
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            表9 親族 でないバタック族の人々の呼称

(Ego:male)

G+

f

M

 In

ompu

 lae

boru M
 ma or  inong

itoG—

name of Marga known unknown known  I unknown

はinaあ るいはinongと,年 少者 には

itoと よびか ける。 これ らのどの語 も,

比 較的ニ ュー トラルな言葉である ことを

注意 しておいて いいで あろう。

 た だ し,氏 族名が不 明の場合 とい うこ

とは,ト バ族 の人 々にはほとん ど考え ら

れない ことである らしい。氏族名が不明

の人 はまった くの他 人で あるに等 しい。

もし,知 らない ときは誰 かが教 えて くれ

る し,あ るいは 当人が名乗 りを あげる。

そのため,不 明 の場合 とい うのは実 際に

はほ とんどあ りえない,と 考 えて よい。

3. 結論および考察

 1)全 体 の構成

 以 上の結果をま とめたのが 表10で あ

る。Moは 自己の氏族(samarga), M-1

は女 を あたえて くれ る氏族(hula-hula),

M+1は 女 をあたえ る氏族(boru)を 示

して いる。margaの+は 氏族名 が既知で

あ ること,一 は未知であ ることを示 し,

childの+は 子供がすで にい ること,一

はまだいない ことを それぞれ 示 し て い

る。 また この表 はNeedhamが 母 方 交

叉 イ トコ婚の分析 に用いた表を アレンジ

したものであ り[NEEDHAM,1962:P.76],

Needhamの 表 と同様 に類別的 に呼称を

示 してい ることに注 目して い た だ き た

い。そ して,こ の表 によって,当 初 の 目

的が一応 達され たと思 う。すなわち,あ

る人が他 の人を どのように呼ぶ ことが適

当であるかは,こ の表か らただ ちに読 み

とれ る。

 また,こ の表か ら トバ ・バ タ ック族 の

親族呼称 は,ど の氏族 に属 するのか,性

別,世 代,そ して,同 世 代よ り下 な らば

子供 の有無,同 氏族な らsaompu 内 か

どうかがわかれ ば,適 当な呼称が決定す

ることを示 している。 これ らが,か れ ら

の呼称を決定する要素 なのであ る。

 2)丁 重 さ に つ い て

 "Xの お と う さ ん"と い う 呼 称 に3タ イ

プ が あ っ た 。among nanggo si X, aman-

ta si X, ama niX(女 性 な ら ば inong

nanggo si X, inanta si X, nai X) の3タ

イ プ で あ り,こ れ ら は 互 い に お き か え る

こ と は で き な い5)。 こ の3タ イ プ は 丁 重

5)そ れ ぞれ を意 訳 す る と次 の よ うで あ る。

 among nanggo s三X;Xさ ん の お とう さ ま

 (nanggoは 上 の 意,直 訳 す る と,Xさ ん の 上 に あ た る ちぢ)

 amanta si x   ;Xさ ん の お と う さん

 (直 訳す る と,xさ ん の 我 々の ち ぢ)

 ama nix    ;Xの と う さん

 inong nanggo si X, inanta si X, nai Xも 同 様 で あ る 。
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表10 トバ ・バタック族の親族の呼称

hula・hula     samarga      boru

Mn M-l      Mo       M+l  Mn
f f  ml f   m f   m m一_ 一

G÷2

ompu si x ・

lto
omp

six

(ompu) "一
inamtulang tulang

.

1nong among namboru

G+1

b幻
=
o

.貫

勇 or

inamt・lang       o6

inang90 S亘

  or

tulang

nang90

nang90

 si
 X

nang90

  si

  X

 or

nai x
5
⊆

∈i
o

』
o 疹

six (ina) (ama)

十

邸

.長

b◎
口
娼

×
'お

8

bD
口
邸

Go
Σ 冨

①唱

湿 b
D ¢

 邸

陥

 二
 邸
.霞

㎜

謂
 bD
 ¢
 邸
賜 %

1

  ε
  ●一

  』

5
』
o

』
0

8

邸
bO
b幻

o
①
目

M M

『

』 邸
口

=
3 邸

昌

×

×
○尻

o

震
①
邸
貫

Σ Σ
〉く
◆≡

.8

鑑

G_1
ε
・醐

bD
bD
口
邸

コ
』
邸
α

=
』
○
の

5
旨
o
』

①

罠
協=

邸
ε
邸

①
滋

多

  唱
㎜ 鵜 z

①
日

5
』
o

鳴
口

G-2

』

?

①
8
邸
唱
?

『 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 十 一

Marga Child Marga

さにおいて ランク付 け が あ り,among

nanggo si X, amanta si X, ama ni Xの 順

に丁重 さの度合 が減少す る。

 同様 の ことが,nanggo si xと ・4ma ni

Xあ るいはnai xと の間 に もみ られ,相

互 におきかえはで きず,nanggo si xが

丁 重な呼称で ある。

 ompu si xは2-1)で 述 べたよ うに,

この呼称 自体 にある種 の尊 敬の念が こめ

られてお り,ま たtungganeやnamorai

は き わめて丁重 な呼称であ った。

 と ころで,丁 重 さについて検 討を要す

る2つ のケースが ある。1つ は,同 氏族

内の同世代の年長者,angkangと よ ばれ

るケースである。angkangは 明確 に年上

であるこ とを示 してお り,あ る種 の丁重

さを含 んでいると考え られ るが,子 供を

もつとama ni x(女 性 な らばnai x) .と一

よばれ,こ の呼称 は丁重な呼 称 で は な

い。この2つ の相反す る呼称を どう考え

れ ばよいで あろうか。

 丁 重な呼称 とい うものは,2つ の成分

か らな りたってい る。本 当に尊敬 の念を

表現 する場合 とよそよそ しさを表現す る

600



吉田  トパ ・バ タック族の親族呼称について

場合 である。 同様 に,丁 重でない呼称 も

尊敬 しな くて よい,あ るいはなん らかの

意味で下 とみ る場合 と,親 しさを表現 す

る場合 に用い られ ると考え られ る。

 丁 重 な場合 は, "Xの お とうさん"と

い う表現を用いず に,氏 族名で よぶ こと

によってよそよ そ しい呼称 と尊敬の呼称

とは区別 されてい る。 しか し,丁 重 でな

い場合は呼称の形 と しては区別 されてお

らず,と もにama nixあ る いはnaix

と よばれ るため,他 の条件か ら2つ の場

合を 区別 しな ければな らない。angkang

をama nixあ る いはnaixと よ ぶ と

きは,時 にangkangと よ ばれ る故 に下

を示す呼称ではな く親 しさを表現 する呼

称 と考え られ る。boruの メ ン バ ー に

ama nixやnaixを 用 いる場合 は,席

の とり方[吉 田,1973:pp.216-217]な

どか ら下 にみ る場合の呼称 と考え られ,

同 一氏族 内の下 の世代に対 しての これ ら

の呼称は,下 にみ る要素 と親 しさの要素

の合成 と考え られ る。

 他 の1つ のケースは,hula-hulaの 一1

世 代の女に対 してである。彼 女は子供 の

まだない ときはboru M と よばれ る。

子供が生れる とnanggo si xと よ ばれ る

ようにな る。boru Mは 丁重 な呼称 では

ない。親族 でない女達に用い る呼称 であ

り,む しろよそよそ しい呼称 である。 そ

して,nanggo si xは 丁 重 さを ともなっ

た呼称である。 これは彼 女が子供 を生む

ことにより,hula-hulaの メ ンバ ーと認

知 され ることと関係があ るのであろ う。

結婚 はすなわち子供をつ くる ことなので

あ る。

 さて,こ れ らを考え合せ ると,表10に

斜 線を ほどこ した部分が,丁 重 につきあ

わなけれ ばな らない範囲を示 している。

ただ し,同 族 で は,親 しみが常に同 居

してお り,と くにsamarga内 で は著 し

い と考え られる。その範 囲はhula-hula

と 同 族 の 年長者,そ してb・ruの 中 の

祖父の姉妹であ り,boruの 側 はほ とん

ど特別の丁重 さを必要 とせず,ほ とん ど

他 人のよ うな呼称で対応 されてい る。た

だ し,boruの 側 か らは,と くに丁 重に

ふ るまわなけれ ばな らず,こ れ らの こと

は,す でに指摘 されてい るhula-hulaの

優 位 あ るいは尊敬 と,boruの 劣位 を示

してい る。

 丁 重 さを必要 とす る範囲がhula-hula

のhula-hula,す な わ ちrorobotに ま で

およぶか どうかは明 らかでない。調査 当

時,rorobotの 存 在にまだ気がつ いて い

なか ったためであ る。

 3)ompuに つ いて

 トバ族の人 々は3度 呼称が変化す ると

述べ た。孫を もつ とompu sixと よ ば

れ るようにな る。 しか も,こ の呼称 は一

般 に親族の関係 によって生 じる呼称 よ り

も強力 に働 く規則であ る。 トバ族 の人な

ら誰で もompu si xと 呼 ばれたい と望

んでい る。ompuに な る ことによって,

名 実 ともに一人前 にな ると考え られてい

る。

 葬 儀 において,子 供を もたず に死 んだ

人 は密葬 され る。なんの葬儀 もお こなわ

れない。孫を もたない人が死 ん だ と き

は,家 族 内で ささやかな葬儀がお こなわ

れ るにす ぎない。孫を もった とき以後か

ら,は じめて葬儀 らしい葬儀がお こなわ

れ るようにな る。それは棺の頭 の部分 に

おかれ るカゴに象徴 され る。孫が いた人

において は じあて,日 常つかわれ ている

米 カゴ(appang)が もみをみた しておか
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表11 バ タック族の人称代名詞

＼ ＼ 丁 重1非 丁 重 接 尾 辞 接 頭 辞

一人称
単 ahu hu

da

複 hita,hami tanami

二 人 称 hamu
(hamuna)

ho Inumuna 一

三 人 称 nasida 三bana na 一

Tuuk[TuuK,1971:pp.215-219,229-253]か ら作 製 。

れる。曽孫 がいた人 は,中 位の大 きさの

同型の カゴ(papalian)が か さね られ,

玄 孫を もった人 の場合 には小 型 の カ ゴ

(topongan)が さ らにつ みか さ ね ら れ

る。人はompuに な ってや っと一 人 前

に死ぬ ことがで き,さ らに子孫 がふえた

とき,そ の葬儀の格は上昇 してゆ く。

 一 方,saompu内 の 呼称 は家族 内の呼

称 とほとん ど同 じであ った。 この ことは

saompuの 範 囲まで,一 様 に同 じ呼称が

分布 してい ることを示 し,saompuの 範

囲を越 えると呼称 にも変化がみ られた。

 トバ族の親族を検討す る際には,ompu

は重 要 なキーワー ドで あると 考 え られ

る。

 4) 人 称 代名詞 について

 トバ族 の親族呼称を あつか っ て き た

が,ま だあつか っていない重要な呼称 が

あ る。それ は人称代名詞 の二 人 称 で あ

る。

 人 称 代名詞 について はTuuk[TUUK,

1971:pp.2 15-2 19,239-253]に きわめて

詳 し く,筆 者 自身Tuukか ら学 ん だ こ

とが多い。それ故,な に も新 しい ことを

つ けたす ことはないが,丁 重 さについて

少 しま とあてお く。

 バ タック語の人称 代名詞を表11に まと

あて おいた。接尾辞,接 頭辞 は一般 に丁

重ないい方 ではない。 ここで とりあげな

ければな らないの は二人称 のhamuと

hoで あ る。 Tuukに よれば, hamu は

他 の氏族の人 々に対 して用い られ,hoは

hamuを 用 いな くて もよい人 々に用いる

とい う。 さ らに,自 分の姉妹 は他 の氏族

に嫁 ぐ故 に,成 人 した兄弟 と姉妹 の間で

はhamuが 用 い られ,同 様 の理由によ

り成人 した娘 に対 して もhamuが 用 い

られ るとい う。先 の筆者 の表 を 用 い れ

ば,Mo以 外 の人 に対 して はhamuを

用 いることになる。そ して 一1世 代 にま

でおよぶ ことになる。

 こ のhamuの 用 法 は3-2)で 検 討 した

筆者 の結論 とは異 なる。hamuの 用 法は

丁 重 さの裏 側にあるよそよそ しさの表現

なのであろうか。

 な お,こ れ は蛇足であるが,老 人が若

い男をdamang(直 訳 すれ ば,私 の父),

若 い 女をdainang,孫 や 奴隷をdaoPPung

とよ ぶ とTuukは 述 べてい る。 自分の

息子,あ るいは息子の世 代に属す る男を

"私 の父"と よびかけ
,孫 に対 して"私

のお じい さん"と よびかけるのは筆者 に

は奇妙 に思え る。 このよびかけが どう し

て可能なのであ ろうか。筆者に とって今

後究明すべ きテ ーマの1つ である。ただ,

amongのamongはompungで あ り,
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ompungのamongはamongで あ ると

い う親族名称 の中での くりかえ しが観察

された。この ことを逆にみ ると,ompung'

の 息子 はamongで あ り, amongの 息

子はompungで あ るはずであ り,こ の

ことと関連があ るので はないか と考えて

い る。hamuの 用 法 とともに,今 後検討

してみ たい問題であ る。
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